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第７１回新潟県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技 

兼 平成３０年度全国高等学校総合体育大会ソフトテニス競技新潟県予選会 

兼 北信越高等学校体育大会ソフトテニス競技新潟県予選会 

女子競技 

 

標記の大会を下記の要領により開催致しますので貴校選手の参加についてご高配をいただきます

ようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 主  催  新潟県高等学校体育連盟 

２ 共  催  新潟県教育委員会、（公財）新潟県体育協会 

        新潟市教育委員会、新潟県ソフトテニス連盟 

３ 主  管  新潟県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部 

４ 主 管 校  県立新潟中央高等学校 

５ 期  日  平成３０年５月２５日（金）～５月２７日（日）雨天順延 

６ 会  場  新潟市庭球場（砂入り人工芝１６面） 

          新潟市東区江口１１４－１ ℡０２５－２７６－８９００ 

７ 競技日程  第１日目  ８：４０受付完了 ９：００開会式 個人戦より競技開始 

１７：００競技終了 

第２日目  ８：４０個人戦受付完了 

１１：００団体戦受付完了 個人戦終了後団体戦開始、個人戦表彰式 

１７：００競技終了 

第３日目  ８：４０団体戦受付完了 ただちに競技開始 

１７：００競技終了 

８ 競技種目  個人戦（ダブルス） 団体戦 

９ ル ー ル  （公財）日本ソフトテニス連盟「ソフトテニスハンドブック」による。（７ゲーム） 

10 競技方法  ①個人戦はトーナメント方式とする。 

        ②団体戦はトーナメント方式とし、３ペア対抗の点取り戦とする。なお、初回戦は３対 

戦行う。必要に応じ、北信越大会代表決定戦を行う。 

11 参加資格  ①高体連ソフトテニス専門部要項の「４ 申し合わせ事項 ２ 大会規定」による。 

②その他は新潟県高体連の「高等学校総合体育大会開催基準要項」による。 

12 参加制限  個人戦：各地区予選で県総体出場資格を得たペア数（学校枠）及び各校２ペア以内。 

団体戦：各校１チーム。 

13 参 加 料  １人５５０円（加盟校以外は１,１５０円）を当日受付にて納入する。 

14 使 用 球  アカエム 

15 表  彰  個人戦は５位まで、団体戦は３位まで表彰する。 

 



 

16 申込方法  ①個人戦は参加申込書［様式Ⅰ］、団体戦は参加申込書［様式Ⅲ］により申し込む。 

②個人戦の申し込みについては、申込書の備考欄に【前年度県選抜インドア・HJS 県予 

選会・春季地区】のポイントを専門部要項８ページを参照し、間違いないように記入 

する。ただし、ベスト 16の資格での申し込みの場合は「有（16）」、ベスト 20または 

24 の資格での申し込みの場合は「有（20）」または「有（24）」と記入する。 

③団体戦の申し込みについては、申込書の備考欄に【前年度県高校選抜・春季地区】の 

ポイントを記入する。 

④申込期限  平成３０年５月１５日（火）12:00 必着。 

⑤申 込 先  〒951-8126 新潟市中央区学校町通 2-5317-1 

県立新潟中央高等学校 小野 英明 宛 

TEL：025-229-2191  FAX：025-229-2201 

E-mail：ono.hideaki@nein.ed.jp 

※ 注意事項  ①：個人戦、団体戦の各申込書を申込先に郵送する。その際、封筒の表に「総体申 

込」と朱記する。 

②：①に加え、エクセルのデジタル申込書を作成し、申込先の E-mail アドレスに    

          送信する。なお、デジタル申込書は新潟県高体連ソフトテニス専門部ＨＰから 

          ダウンロードする。 

③：不参加の場合は、その旨を上記申込先に E-mail で連絡する。連絡がない場合 

  は主管校から連絡せず不参加とする。 

17 宿泊申込  ①宿泊の申し込みは、新潟県高体連ＨＰに掲載してある宿泊申込書をダウンロードし、 

下記申込先へ申し込む。 

②申 込 先  〒951-8063 新潟市中央区古町通 9-1456-2 新潟市旅館ホテル協同組合 

TEL：025-228-5225  FAX：025-228-6563 

③申込期限  平成３０年５月１５日（火） ※ＦＡＸでの申し込みをお願いします。 

18 そ の 他  ①組み合わせは、高体連ソフトテニス専門部委員で行う。（５月１６日・１７日） 

②選手は、ゼッケンをユニフォーム背面に四隅を留めてつける。ゼッケンは日本連盟基 

準（Ｂ５版、上段に県名、中段に苗字、下段に学校名）のゼッケンとする。 

③監督およびベンチ入り指導者は校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合は、 

スポーツ安全保険（傷害・賠償保険など）に必ず加入する。また、ベンチ入り指導者 

は４名以内とするが、出場ペア数を超えてはならない。 

④準決勝・決勝は、原則として高体連ソフトテニス専門部委員で審判を行う。前日の最 

終試合の敗者は、翌日の第１試合の審判にあたる。 

⑤インターハイには、個人戦は上位８ペア、団体戦は優勝校が出場する。 

⑥北信越体育大会には、個人戦はベスト 16、団体戦は上位３校が出場する。 

⑦参加生徒は必ず引率責任者が引率し、参加生徒の全行動に責任を負うものとする。 

⑧参加生徒の競技中の疾病、傷害者の応急処置（医師による治療は個人負担）は主催者 

で行うが、その後の責任は負わない。 

⑨問い合わせ先  高体連ソフトテニス専門部委員長 高橋 智宏（市立万代高等学校） 

TEL：025-241-0193 FAX：025-241-0197 


